
奈良県防災総合訓練（医療救護訓練）（生駒山麓公園）

ならシニア元気フェスタ（橿原市）

目指す姿

県民アンケート調査における
・医療に対する県民の満足度のポイント（急病時に診てもらえる医療
機関があること）
・福祉に対する県民の満足度のポイント（高齢者やその家族が住み慣
れた地域で適切な介護サービスを受けられること）
を毎年度向上させます。

県民が健やかに安心して暮らせる
地域医療・介護・福祉の総合的な取組の
推進 主担当部局：福祉医療部、医療・介護保険局、医療政策局

健康寿命日本一を達成するとともに、高齢者や障害者を含む誰もが健やかに
暮らせる地域づくりを進めます。

3.50

3.00

2.50

2.00
H20 H21 H26H25H24H23H22 H29H28H27 （年度）

（ポイント）

県民アンケート調査

福祉に対する県民の満足度（注）
（高齢者やその家族が住み慣れた地域で適切な

介護サービスを受けられること）

満足度満足度平均

（注）５段階評価

2.772.77 2.852.85 2.882.88 2.862.86 2.892.89 2.892.89 2.922.92 2.902.90 2.932.93 2.982.98

2.732.73 2.782.78 2.822.82 2.842.84 2.882.88 2.892.89 2.892.89 2.872.87 2.922.92 2.972.97

3.50

3.00

2.50

2.00
H20 H21 H26H25H24H23H22 H29H28H27 （年度）

（ポイント）

県民アンケート調査

医療に対する県民の満足度（注）
（急病時に診てもらえる医療機関があること）

満足度満足度平均

（注）５段階評価

2.772.77
2.852.85 2.882.88 2.862.86 2.892.89 2.892.89 2.922.92 2.902.90 2.932.93 2.972.97

2.622.62 2.682.68 2.702.70 2.672.67
2.752.75 2.732.73 2.802.80 2.842.84 2.842.84

2.952.95
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目指す姿を達成するための取組状況

●現状 ●トレンド

※は数値の低いものが上位になる指標です。

在宅死亡率は、平成18年と比較して0.5ポイント低
下しましたが、全国平均と比較すると高水準で推移
しています。

看護師の確保や質の向上に取り組んだことにより、
人口10万人当たり訪問看護職員数は、平成18年と
比較して16.7ポイント上昇し、全国でも上位を維持
しています。

介護関係職種の有効求人倍率は、平成24年と比較
して1.80ポイント上昇しており、全国との差が広
がっています。

これまで全国平均を下回る水準で推移していました
が、総合的な医師確保対策により、人口10万人当た
り医師数は、全国平均を上回りました。

臨床研修を実施する9病院と県が連携して臨床研修
医の確保に取り組んだことにより、臨床研修医定員
充足率は上昇しました。

介護関係職種の
有効求人倍率※
㉔ 45位 → ㉙ 42位

在宅死亡率
⑱ 1位 → ㉘ 3位

人口10万人当たり
医師数

（医療施設従事）
⑱ 27位 → ㉘ 22位

67.7

57.1

35.6
67.4

49.5

人口10万人当たり
訪問看護職員数
⑱ 6位 → ㉘ 11位

臨床研修医
定員充足率

⑱ 31位 → ㉙ 2位

18.0

16.0

14.0

12.0

10.0
H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28（年）

奈良県全国 （　）は全国順位

在宅死亡率（％）

人口動態調査（厚生労働省）

12.212.2
13.013.0

16.516.5
（1位）（1位） 16.016.0

（3位）（3位）

250.0

230.0

210.0

190.0

170.0

150.0
H18 H26H24H22H20 H28（年）

人口１０万人当たり医師数
（医療施設従事）（人）

医師・歯科医師・薬剤師調査（厚生労働省）

奈良県全国
（　）は全国順位

206.3206.3
212.9212.9 219.0219.0

226.5226.5
233.6233.6

240.1240.1

201.0201.0
（27位）（27位）

207.1207.1
（27位）（27位）

213.7213.7
（27位）（27位）

217.9217.9
（28位）（28位）

225.7225.7
（27位）（27位）

243.1243.1
（22位）（22位） 50.0

40.0

30.0

20.0

10.0

0.0
H18 H26H24H22H20 H28（年）

人口１０万人当たり訪問看護職員数（人）

衛生行政報告例（厚生労働省）、人口推計（総務省）

奈良県全国
（　）は全国順位

21.421.4 21.621.6 23.723.7 26.426.4
31.831.8

37.037.0
29.829.8
（6位）（6位）

30.730.7
（8位）（8位）

30.030.0
（12位）（12位）

31.531.5
（14位）（14位）

37.737.7
（14位）（14位）

46.546.5
（11位）（11位）

5.0

4.0

3.0

2.0

1.0

0.0
H24 H28H27H26H25 H29（年）

介護関係職種の有効求人倍率※（倍）

職業安定業務統計（厚生労働省）

奈良県全国
（　）は全国順位

1.591.59 1.641.64
2.042.04

2.422.42
2.852.85

3.313.31
2.492.49

（45位）（45位） 2.032.03
（40位）（40位）

2.542.54
（41位）（41位）

2.752.75
（37位）（37位）

3.273.27
（40位）（40位）

4.294.29
（42位）（42位）100.0

80.0

60.0

40.0

20.0

0.0
H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H29H28 （年度）

臨床研修医定員充足率（％）

医師臨床研修マッチング協議会調べ

奈良県全国
（　）は全国順位

71.671.6

58.858.8
（31位）（31位）

81.981.9

96.896.8
（2位）（2位）
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平成30年5月1日に開院する新奈良県総合医療センター

PET／CT検査室（奈良県立医科大学附属病院Ｅ病棟）

県内各地において、高度医療の需要に対応できる提供体制を構築
します。

戦略 1
県民が健やかに安心して暮らせる地域医療・介護・福祉の総合的な取組の推進

平成32年度
（2020）

平成31年度
（2019）

平成30年度
（2018）

奈良県総合医療センターの充実（北和地域） 供用、診療機能の段階的充実

奈良県立医科大学附属病院の充実（中南和地域） 診療機能の段階的充実

項　　目

主な取組

戦略目標

●
開院

34,298件
平成28（2016）年度 平成30（2018）年度

奈良県立医科大学附属病院の
がん治療件数（注）

9,492件
平成28（2016）年度

12,500件 35,000件
平成32（2020）年度

目標 目標

奈良県総合医療センターの
がん治療件数（注）

（注）がん治療件数…放射線治療及び化学療法の合計件数

主担当課：医療政策局 病院マネジメント課
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奈良県ドクターヘリ 病院の手術室

戦略 2

救急医療・周産期医療提供体制を構築します。

平成32年度
（2020）

平成31年度
（2019）

平成30年度
（2018）

重症疾患における救急搬送体制の整備

救急安心センター（♯7119）・
こども救急電話相談（＃8000）の運営救急医療に関する相談への対応

ＥＲ型救急医療体制の構築 奈良県総合医療センター及び
奈良県立医科大学附属病院におけるERの運用

医療機関の機能分化と連携の推進、
病院の診療機能や医療データの見える化の推進「断らない病院」の機能強化

項　　目

主な取組

戦略目標

119番通報から病院が受け入れるまでに
要した時間※

44.3分
平成27（2015）年

全国平均
より短縮

平成32（2020）年
（平成28年の全国平均：39.3分）

目標

90.4％
平成28（2016）年 平成35（2023）年

ハイリスク母体搬送のうち
県内医療機関で受け入れた割合

8.6％
平成27（2015）年

100％
平成35（2023）年

目標 目標

医療機関に受入の照会を行った回数が
４回以上の割合（重症患者の傷病者搬送事案）※

※は数値の低い方が良くなる指標です。

ドクターヘリを活用した救急医療の充実 ドクターヘリの効果的な運航

救急搬送ルールの運用・見直し

主担当課：医療政策局 地域医療連携課

2.7％
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診察風景（野迫川診療所） 学内演習風景（奈良県立病院機構看護専門学校）

医師・看護師等の確保と質の向上を図ります。

戦略３
県民が健やかに安心して暮らせる地域医療・介護・福祉の総合的な取組の推進

平成32年度
（2020）

平成31年度
（2019）

平成30年度
（2018）

医師の確保・養成支援

魅力ある研修体制の構築 臨床研修病院への支援、総合診療医の育成支援

看護師等の新規就業者の確保 看護師等養成所の運営支援、看護師等修学資金の貸与等

看護の質向上 認定看護師等、特定行為研修の資格取得支援

項　　目

主な取組

医師確保修学資金の貸与、
県費奨学生・自治医科大学医師の配置

戦略目標

80人
平成18（2006）年度 平成31（2019）年度

県内医療機関の臨床研修医の
マッチ者数

13人
平成28（2016）年度

100人以上
平成30（2018）年度

目標 目標

医師確保修学資金制度による
配置医師数

主担当課：医療政策局 医師・看護師確保対策室

25人以上

58.1%
平成28（2016）年度 平成32（2020）年度

目標

県内看護大学・短大・看護専門学校の
看護師県内就業率

60.0%
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戦略４

地域医療構想の実現に向け地域の医療機関による連携体制及び医
療・介護サービスの需要に対応できる地域医療提供体制を構築します。

平成32年度
（2020）

平成31年度
（2019）

平成30年度
（2018）

「断らない病院」「面倒見のいい病院」の機能強化 医療機関の機能分化と連携の推進、
病院の診療機能や医療データの見える化の推進

多職種が連携した在宅医療提供体制の構築の
推進

地域医療・介護連携ＩＣＴネットワークの推進

医療事故情報の収集・分析・情報共有

項　　目

主な取組

戦略目標

退院支援加算1  15病院
退院支援加算2  18病院
平成29（2017）年4月

目標

退院支援加算（注）届出病院数

※は数値の低い方が良くなる指標です。

効率的な医療提供と県民負担の均てん化 地域医療構想・医療費適正化・国保県単位化の一体的推進

推進会議の開催、医師会・市町村等への支援

奈良県医療安全推進センターの運営支援

開発・構築・一部施行・検証

主担当課：医療政策局 地域医療連携課

毎年度
増加 8.6％

平成27（2015）年 平成35（2023）年

目標

医療機関に受入の照会を行った回数が
４回以上の割合（重症患者の傷病者搬送事案）※

2.7％

385施設
平成27（2015）年度 平成32（2020）年度

訪問診療を実施する診療所・病院数

458施設
目標

（注）退院支援加算
入院患者が、早期に住み慣れた地域で療養や生活が継続できる
よう、患者の退院支援を行うことを評価した診療報酬上の加算
のことです。退院支援加算１は、退院支援加算２よりもさらに積
極的な退院支援を行う内容です。

● 総合的な機能を有する病院
● 緊急で重症の患者の受入
● 後方病院等との病病連携

断らない病院 ● 医療と介護の融合した病院
● 在宅復帰、在宅医療・介護
● かかりつけ患者等の救急、
　増悪対応

面倒見のいい病院
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介護職場の体験（桜井市）

第46回奈良県高齢者美術展（奈良市）

介護サービス基盤の整備や地域包括ケアシステムの構築・深化により、
高齢者が生きがいを持って安心して暮らすことができるようにします。

戦略５
県民が健やかに安心して暮らせる地域医療・介護・福祉の総合的な取組の推進

平成32年度
（2020）

平成31年度
（2019）

平成30年度
（2018）

地域包括ケアシステムの構築・深化

高齢者の生きがいづくりの推進 健康づくり・介護予防の推進、社会参加の促進

介護人材の確保、介護保険制度の持続的・
安定的な運営 介護人材の確保・育成、介護給付の適正化の推進

項　　目

主な取組

在宅医療・介護の提供体制の整備と連携、
暮らしやすい住まいづくり・まちづくりの推進

戦略目標

6,755人
平成28（2016）年度 平成32（2020）年度

特別養護老人ホームの定員数

82.9％
平成28（2016）年度 平成32（2020）年度

目標 目標

居宅で介護サービスを受ける
高齢者の割合

43.8％
平成28（2016）年度 平成34（2022）年度

目標
運動習慣者の割合

主担当課：医療・介護保険局 介護保険課

84.0％ 7,665人

50.0％以上
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障害者政策推進トップフォーラム（奈良市） みんなの手話言語フェスティバル（橿原市）

戦略６

障害者雇用や社会参加の促進等に取り組み、障害のある人もない
人もともに暮らしやすい社会を実現します。

平成32年度
（2020）

平成31年度
（2019）

平成30年度
（2018）

障害者の職場実習機会の拡大、充実

障害者の工賃向上及び雇用促進

障害者の住まいの充実

あいサポーターの養成、あいサポート企業・団体の認定、
フォーラムの開催

項　　目

主な取組

戦略目標

（注）まほろば「あいサポーター」
　　・・・ 障害の特性や必要な配慮等を理解し、
          障害のある方の日常生活の手助けをする人

障害者の社会参加の促進

就労連携コーディネーターやジョブサポーターによる支援

優先調達の推進、売れる商品づくりの推進

障害者施設・グループホーム整備に対する助成

主担当課：福祉医療部 障害福祉課

1位
平成29（2017）年 平成30（2018）年

目標
障害者雇用率の全国順位

1位を維持 13,856円
平成25（2013）年度 平成31（2019）年度

目標
障害者の平均工賃月額

20,000円

743人
平成25（2013）年度 平成31（2019）年度

目標
障害者のグループホームの定員数

1,355人 2,951人
平成25（2013）年度 平成31（2019）年度

目標
まほろば「あいサポーター」（注）数

23,500人
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安心して働く事ができる福祉・介護の職場コミュニティソーシャルワーカー養成研修（橿原市）

「支え合い」活動や地域福祉の担い手づくりを推進し、安心して暮
らすことができる地域社会を実現します。

戦略７
県民が健やかに安心して暮らせる地域医療・介護・福祉の総合的な取組の推進

平成32年度
（2020）

平成31年度
（2019）

平成30年度
（2018）

小さな拠点モデル事業実施による「支え合い」
活動の推進

コミュニティソーシャルワーク活動の充実 活動の充実

モデル事業の成果の県域への普及

養成

モデル事業の実施

民生・児童委員活動の推進

生活困窮者等の自立支援の充実 生活困窮者等への自立支援相談

奈良県福祉・介護事業所認証制度の運用

項　　目

主な取組

民生・児童委員への研修・活動に対する
助言、相談等の実施

関係機関との協働･連携による
取組の実践、認証制度の運用

戦略目標

0人
平成27（2015）年度 平成30（2018）年度

コミュニティソーシャルワーカー
登録者数

0％
平成27（2015）年度

100人以上
平成30（2018）年度

目標 目標

小さな拠点モデル地区での
地域の高齢者によるサロン利用者割合

主担当課：福祉医療部 地域福祉課

20％以上

0事業所
平成27（2015）年度 平成31（2019）年度

目標

奈良県福祉・介護事業所認証制度の
認証事業所数

360事業所
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みんなのスポーツフェスティバルin奈良2017（橿原市）

生きがいワーク支援団体（下市町）

通いの場の様子（体操の日に合わせたスーパーの移動販売）（高取町）

県
民
が
健
や
か
に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
医
療
・
介
護
・
福
祉
の
総
合
的
な
取
組
の
推
進
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